
業務システム
（現行）

業務システム
（新図書館）
Ａ案

業務システム
（新図書館）
Ｂ案

＜新県立中央図書館　システム構築スケジュール（案）＞
R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度
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Ｂ案ポイント

・可能な限りシステム設計時期を先送り

・ＤＸ有識者の意見を継続的に聴取

・アジャイル開発方式を採用

アジャイル開発（概要）
アジャイル開発は、少しずつ反復的に作り進める開発スタイルを言う。本資料では、アジャイル開発の１つとされ、
国内外を問わず、適用されていることが多いスクラムを取り上げる。

・プロダクトオーナー、スクラムマスター及び開発者からなるチームを組成
・発注者は、開発対象プロダクトに関する要求事項及びその優先順位について、受注者と協議
　（この要求事項及び優先順位は、協議のうえ変更ができるものとする）
・スプリント（開発のための区切られた期間）を反復し、各スプリント終了時に成果確認をしつつ、開発
・契約方式を検討する必要性あり

システム基本構想

ＤＸ有識者会議

ＤＸ実証実験

当初予算協議

（業務システム基本・

詳細設計・開発）

業務システム基本・詳細設計・開発

当初予算協議

（ＩＣタグ）

業務システム（現行）R2.5～R5.4）36月 業務システム（現行）R5.5～R9.4）48月

再々リース又は新規契約

業務システム基本・詳細設計・開発
（アジャイル開発等手法について要検討）

当初予算協議

（ＩＣタグ）

ＤＸ有識者への継続的な意見聴取
（R6年度以降も継続）

当初予算協議

（業務システム基本・

詳細設計・開発）

システム基本構想

ＤＸ有識者会議

ＤＸ実証実験

建築と情報のタイムラグを可能な限りなくす

入札

ＩＣタグ貼付

開館

準備
運営　R9～

業務システム運営（R8～13）

入札

ＩＣタグ貼付

開館

準備
運営　R9～

業務システム運営（R8～13）


